




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
我が国の農林水産物・食品の輸出先はアジア地域が全体の7割以上を占めており、主な輸
出先国・地域は香港、米国、台湾などである。欧米が7割を占めるとする記述は誤りとな
る。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
スクミリンゴガイは寒冷地での越冬が困難なため北海道には生息していない。北海道で湛
水直播が普及していない主因は春先の低温による苗立ち不良や登熟期間の制約である。

●問題Ⅲ-3
正解は④
種子の発芽条件において、レタスやシソ、タバコなどの好光性種子は光照射によって発芽
が促進される性質を持つ。したがって、発芽に暗条件が必須であるとする記述は不適切と
なる。

●問題Ⅲ-4
正解は①
根粒菌はマメ科植物の根に共生して根粒を形成し、大気中の窒素ガスを植物が利用可能な
アンモニア態窒素へと固定する土壌細菌である。したがって、選択肢1の組み合わせが適
切となる。

●問題Ⅲ-5
正解は①
コムギは日長が長くなると出穂・開花が促進される長日植物であり、その栽培起源地は西
アジアの肥沃な三日月地帯とされている。短日植物かつ北米起源とする記述は誤りとな
る。

●問題Ⅲ-6
正解は④
肥効調節型肥料（被覆肥料など）は、作物の要求に合わせて肥料成分が長期間持続的に溶
出するよう調節した肥料である。短期間で溶出を増やすように調節したものとする記述は
誤りとなる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
交信攪乱法は成虫密度が低い時期に処理するほど高い交尾阻害効果を発揮する。世代を重
ねて成虫密度が高まった状態では雄と雌が出会う確率が高くなり、効果が低下するため不
適切となる。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
北海道や東北地方の太平洋側における冷夏やヤマセに伴う冷害において、最も被害が深刻
となる主たる作物は水稲である。被害作物を果菜類とマメ類とする記述は実態と異なり不
適切となる。

●問題Ⅲ-9
正解は③
リンゴの接ぎ木は作業性の向上や早期結実を目的として樹高を低く抑えるわい化栽培を目
的に行われ、同属のマルバカイドウやM系台木が用いられる。セイヨウナシ台木を用いる
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は④
中耕とは作物の生育期間中に株間や畦間の表土を浅く耕耘し、通気性の改善や雑草防除、



土寄せを行う作業である。輪作において作物が栽培されていない期間に耕耘する作業では
ない。

●問題Ⅲ-11
正解は③
グライ層は地下水位が高く年間を通じて水分で飽和した強還元状態にあることを示す土層
であり、三価の鉄が二価に還元されて青灰色を呈する。常に乾燥状態にあることを示すと
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は④
主要な窒素単肥の窒素保証成分量は、硫安が約21%、塩安が約25%、硝安が約34%、石灰窒
素が約21%であるのに対し、尿素は約46%であり最も窒素成分割合が高い肥料となる。

●問題Ⅲ-13
正解は③
ビール、清酒、味噌、パンの製造にはアルコール発酵や風味形成のために酵母が不可欠で
ある。一方、納豆は納豆菌（枯草菌の一種である細菌）の作用により製造されるため酵母
は使わない。

●問題Ⅲ-14
正解は①
デンプンは分枝状構造のアミロペクチンと直鎖状構造のアミロースから成る。もち米はア
ミロースをほぼ含まず、サツマイモ加熱時にはβ-アミラーゼにより麦芽糖が生成されて
甘味が増す。

●問題Ⅲ-15
正解は②
ビタミンA、D、E、Kの4種類は油脂に溶けやすい脂溶性ビタミンである。これに対し、ビ
タミンB群やビタミンCは水に溶けやすく体外へ排泄されやすい水溶性ビタミンに分類され
る。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
HACCPは原材料の受け入れから最終製品の出荷に至る全工程で危害を予測し重要管理点を
常時監視する衛生管理手法である。従来の最終製品の抜き取り検査に重点を置く手法では
ない。

●問題Ⅲ-17
正解は③
食品の安全性を確保するリスク分析は、リスク評価（科学的評価）、リスク管理（基準設
定や規制等の政策措置）、リスクコミュニケーション（関係者間の意見交換）の3要素で
構成される。

●問題Ⅲ-18
正解は⑤
SPF豚は豚赤痢やマイコプラズマ肺炎など特定の指定病原体を持たない健康な豚であり、
無菌豚ではない。畜舎を完全に滅菌消毒して無菌状態を維持することを求める記述は不適
切となる。

●問題Ⅲ-19
正解は③
国産稲わらは発生量の多くが水田へのすき込みや堆肥原料として利用されており、粗飼料
として利用されている割合は1〜2割程度にとどまる。8割以上が飼料用とされる記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤



家畜糞に含まれる窒素やリンなどの養分は大部分が有機態であり、土壌微生物による無機
化作用を経てから作物に吸収される。無機態で直接速やかに供給されるとする記述は誤り
となる。

●問題Ⅲ-21
正解は①
熊本や高知が主産地で増体性に優れるAは褐毛和種、東北地方を中心に山地放牧に適するB
は日本短角種、全国で最も多く肉質や脂肪交雑に優れるCは黒毛和種に対応する組み合わ
せとなる。

●問題Ⅲ-22
正解は②
ケトーシスは血中のケトン体（アセト酢酸、β-ヒドロキシ酪酸、アセトン）が著しく増
加する疾病である。泌乳初期の高泌乳牛ではエネルギー出納が負に傾くため発症しやす
い。

●問題Ⅲ-23
正解は④
粗タンパク質CPが約51%と極めて高いCは大豆粕、可消化養分総量TDNが約94%と高い濃厚飼
料Bはトウモロコシ、繊維分NDFが約60%を占める粗飼料Aは生稲わらとなる。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
レッドデータブックは絶滅の危機に瀕している野生動植物をリストアップした刊行物であ
る。エコロードは環境保全型道路、ビオトープは生物生息空間、コリドーは生態系回廊を
指す。

●問題Ⅲ-25
正解は①
土地改良法に基づき造成された農業水利施設等の土地改良財産は、事業完了後に受益農業
者で組織される土地改良区へ管理委託されるのが通例であり、市町村管理が原則ではな
い。

●問題Ⅲ-26
正解は②
花崗岩が風化してできた砂質土壌で、保水性や粒子間の粘着力に乏しく降雨により極めて
容易に流亡・崩壊する特殊土はマサ土（真砂土）である。西日本の山間地や丘陵地に多く
分布する。

●問題Ⅲ-27
正解は③
日本の水田における盛夏期の蒸発散量は日量5〜8mm程度である。15〜20mm/日程度とする
記述は実際の蒸発散量と比較して過大であり、減水深の数値として不適切となる。

●問題Ⅲ-28
正解は①
合理式は降雨強度から計画流出量のピーク値のみを算出する計算式であり、流出量の時間
的変化を示すハイドログラフを作成することはできないため、解析法として不適切とな
る。

●問題Ⅲ-29
正解は②
全水頭から速度水頭を差し引いた値は位置水頭と圧力水頭の和であり、ピエゾ水頭（静水
頭）と呼ばれる。発電等で有効に利用できる落差・水頭を指す有効水頭の定義とは異な
る。

●問題Ⅲ-30
正解は③



ブランケットは浸透流を遮断するためにため池の上流側底部や法面に施工される不透水層
である。下流法面の浸出防止にはドレーン（排水工）や押え盛土を設けるため誤りとな
る。

●問題Ⅲ-31
正解は④
土砂吐きは河川床の土砂を沈砂させて流下させる施設である。取水工への有害な土砂の流
入を防ぐため、取入れ口の敷高は土砂吐きの敷高よりも高く段差を設けて設計される。

●問題Ⅲ-32
正解は①
下流側の要求に応じて上流側から給水する方式が下流水位制御（需要主導型）であり、配
水計画に従い上流から流下させる方式が上流水位制御（供給主導型）である。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
基本構想段階での関係者の合意は地域全体の理念的な方向性に対する包括的合意であり、
個別の事業計画の確定や権利関係・費用負担を伴う実施合意を直ちに意味するものではな
い。

●問題Ⅲ-34
正解は②
我が国の水資源総使用量（年間約800億m3）において、水田や畑地で利用される農業用水
は全体の約3分の2（約65%）を占めている。約1/2とする記述は過小であり誤りとなる。

●問題Ⅲ-35
正解は④
リスクアセスメントは危険要因を特定し発生確率や被害規模を定量的・定性的に評価・分
析する手法を指す。損失を最小化するために普段から実施する行動はリスク管理に対応す
る。


